
11
月
２
〜
３
日
の
両
日
、
産
業
展
示
会

「
あ
だ
ち
メ
ッ
セ
２
０
１
２
」
が
東
京
電

機
大
学
「
千
住
ア
ネ
ッ
ク
ス
」
（
千
住
旭

町
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

足
立
区
に
は
技
術
力
が
高
く
、
優
秀
な

中
小
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

新
産
業
や
新
市
場
の
創
出
に
挑
戦
す
る

企
業
も
次
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。
「
世

界
に
誇
る
足
立
の
技
術
を
見
に
行
こ
う｣

を
テ
ー
マ
に
集
ま
っ
た
企
業
が
、
自
慢
の

商
品
や
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
を
披
露
し
ま
し

た
。昨

年
、
76
の
出
展
者
に
よ
っ
て
初
め
て

開
催
さ
れ
た
こ
の
展
示
会
。
２
回
目
と
な

る
今
年
は
、
昨
年
の
倍
以
上
と
な
る
約
１

７
０
社
が
出
展
。

き
っ
か
け
は
昨
年
、
日
本
共
産
党
の
伊

藤
和
彦
・
代
表
質
問
（
左
記
記
事
）
で
し

た
。
「
製
造
業
」
を
は
じ
め
、
「
情
報
通

信
」
「
食
品
・
農
業
関
係
」
「
足
立
の
元

気
企
業
」
「
産
学
連
携
」
「
支
援
・
金
融
・

後
援
者
等
」
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
新

製
品
や
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
、
高
度
な
技
術
、

革
新
的
な
技
術
を
各
企
業
が
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

企
業
間
交
流
〜
商
談
へ

仕
事
確
保
に
効
果

展
示
ブ
ー
ス
の
前
で
は
名
刺
交
換
し
、

商
談
コ
ー
ナ
ー
に
移
動
し
て
協
議
す
る
マ
ッ

チ
ン
グ
が
56
に
及
び
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
向
け
に
開
催
し
た
２
日
（
金
）

の
参
加
者
は
１
６
０
０
人
、
一
般
区
民
向

け
に
開
催
さ
れ
３
日
（
土
）
に
は
３
５
０

０
人
、
合
計
５
１
０
０
人
が
参
加
し
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

卓
越
し
た
技
術
と
魅
力
あ
る
も
の
づ
く

り
を
全
国
に
発
信
し
て
い
る
足
立
ブ
ラ
ン

ド
認
定
企
業
も
34
社
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
３
日
、
「
あ
だ
ち
メ
ッ
セ
２
０
１

２｣

に
参
加
し
、
い
く
つ
か
の
ブ
ー
ス
を

訪
ね
、
関
係
者
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
事
業
者
が
頑
張
っ
て
い
る
姿

に
希
望
が
も
て
ま
し
た
。
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★日本最大の天然温泉

と温泉テーマパーク

★震災後全国巡業をしたフラガール

のダンス

★帰りは「いわきら・ら・ミュウ」

でお買い物

★津波の被害を視察するオプションなど

お
近
く
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す

福
島
県
い
わ
き
市
は
、
地
震
と
津
波
で
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
は
復
興

支
援
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
い
っ
し
ょ
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

温
泉
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
、
お
買
い
も
の

…
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
ご
一
緒
に
す
ご
し

ま
し
ょ
う
。

お
申
込
み
は
お
近
く
の
党
員
・
後
援
会

員
ま
た
は
、
伊
藤
和
彦
事
務
所
ま
で

午前７時頃区内発

日帰りバス旅行

参加費

大人 6500円

中・高校生 5000円

小学生 4000円

幼児 2500円

※バス代・入場料・昼食代込

２３年第４回定例会 代表質問
日本共産党は、区内産業支援のために「産業展示会」を

繰り返し要望してきましたが、天空劇場で１０月に行った

「足立メッセ」産業展示会は、つくり手が文字通り主役に

なり、好評でした。しかし、展示するブースが狭く、改善

を求める声も寄せられました。区内の製品開発や若い世代

への展示提供の場、業者支援と交流を更に発展させ継続す

べきと思うがどうか。

答弁
産業経済部長
産業経済分野においては、区内企業の連携により製品化

し販売された事例として、「簡易式パッド印刷機」、「千

寿葱ピクルス」などがあります。今後も、企業の交流がよ

り活発となるよう、産業展示会などを開催することにより、

製品開発、技術交流が進むよう支援を行ってまいります。

産業展示会「あだちメッセ」については、今年度の実績を

踏まえ、来年度はより広い会場での開催を検討していきま

す。また、産学公連携促進事業や創業支援事業など区の産

業支援策から生まれた新製品を発表する場として、若い世

代も含め幅広く事業者を募集していくとともに、区内産業

界の発展的な交流を図ってまいります。



11
月
５
日
、
共
産
党
区
議
団
は

11
月
後
半
に
出
さ
れ
る
「
足
立
区

地
域
防
災
計
画
案
」
作
成
に
あ
た
っ

て
、
見
直
し
素
案
に
対
す
る
修
正

意
見
を
近
藤
や
よ
い
区
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

足
立
区
地
域
防
災
計
画
震
災
対

策
編
（
24
年
度
修
正
版
）
に
対
す

る
修
正
意
見
の
一
部
は
次
の
通
り

で
す
。

現
在
、
防
災
会
議
委
員
62
名
中
、

50
名
以
上
が
行
政
関
係
者
で
占
め

て
い
る
。

区
の
部
長
の
う
ち
、

質
問
に
答
え
る
委
員
は
防
災
会
議

事
務
局
と
し
、
防
災
計
画
に
区
民

の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
公
募

委
員
と
区
議
会
会
派
の
代
表
を
防

災
会
議
の
正
式
メ
ン
バ
ー
に
任
命

す
べ
き
で
あ
る
。

東
京
都
の
「
被
害
想
定
」
の
デ
ー

タ
が
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
「
被
害
想
定
」
の
是
非

を
住
民
が
検
証
で
き
な
い
な
ど
の

問
題
が
あ
る
。

被
害
想
定
に
つ

い
て
は
、
都
の
引

き
写
し
で
は
な
く
、

ま
た
コ
ン
サ
ル
任

せ
に
せ
ず
、
ど
こ

が
危
険
で
ど
こ
を

改
善
し
た
ら
い
い

か
な
ど
一
番
地
域

の
特
性
を
知
っ
て

い
る
足
立
区
が
主
体
と
な
り
被
害

想
定
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

放
射
能
汚
染
の
除
染
測

定
地
点
を
地
表
50
ｃ
ｍ
と

し
て
い
る
が
、
５
ｃ
ｍ
で

も
速
や
か
に
除
染
を
す
る

こ
と
。

ま
た
、
放
射
能
測
定
器

の
貸
し
出
し
を
す
る
こ
と
。

全
て
の
保
育
園
・
幼
稚

園
・
学
校
な
ど
の
給
食
等

食
材
の
放
射
能
汚
染
を
事
前
測
定

し
、
公
表
す
る
こ
と
。

当
面
、
牛
乳
と
お
米
に
つ
い
て

は
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
。
な
ど

を
修
正
意
見
と
し
て
提
出
し
ま
し

た
。

※
区
は
11
月
下
旬
か
ら
区
民
の

意
見
を
集
約
す
る
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

防
災
計
画
見
直
し
案
が
「
区
の

広
報
」
等
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の

で
ぜ
ひ
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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石
原
都
政
か
ら
の
転
換
を
め

ざ
す
「
人
に
や
さ
し
い
東
京
を

つ
く
る
会
」
は
９
日
、
国
会
内

で
記
者
会
見
を
開
き
、
前
日
本

弁
護
士
連
合
会
会
長
の
宇
都
宮

健
児
氏
（
65
）
が
29
日
告
示
の

都
知
事
選
（
12
月
16
日
投
票
）

へ
の
立
候
補
を
表
明
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
け
ん
じ
氏
は
、｢

都
政

で
実
現
を
め
ざ
す
４
つ
の
柱｣

①

誰
も
が
人
ら
し
く
、
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
ま
ち
、
東
京
を

つ
く
り
ま
す
。

②
原
発
の
な
い
社
会
へ
―
東
京

か
ら
脱
原
発
を
進
め
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育

を
再
建
し
ま
す
。

④
憲
法
の
い
き
る
東
京
を

め
ざ
し
ま
す
。
を
発
表
し

ま
し
た
。

会
見
で
宇
都
宮
氏
は
、

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
後
、
被
災
地
を
視
察
し
、

被
災
者
支
援
の
活
動
に
携

わ
っ
た
経
験
を
振
り
返
り
、

知
事
と
し
て
被
災

者
支
援
に
全
力
を

挙
げ
る
と
表
明
。

「
も
う
一
度
原
発

事
故
が
起
き
た
ら
取
り
返
し
が

つ
か
な
い
。

絶
対
に
原
発
を
認
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
「
原
発
を
ゼ

ロ
に
す
る
国
民
的
合
意
を
で
き

る
だ
け
早
く
つ
く
る
こ
と
が
大

切
だ｣

と
語
り
、
国
や
自
治
体
に

も｢

脱
原
発｣

を
働
き
か
け
て
い

く
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
貧
困
と
格
差
が
急
激

に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
『
人
に
や
さ
し
い
都
政
』

を
つ
く
り
た
い
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。

教
育
問
題
で
は
、
「
日
の
丸
・

君
が
代
」
強
制
は
思
想
・
良
心

の
自
由
に
違
反
す
る
と
指
摘
。

「
教
師
が
管
理
統
制
さ
れ
た
中

で
自
由
で
の
び
の
び
し
た
教
育

は
で
き
な
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
尖
閣
諸
島
問
題
を

機
に
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

声
高
に
叫
ぶ
勢
力
が
出
て
い
る

こ
と
を
批
判
し
、
「
憲
法
改
悪

を
許
さ
ず
、
平
和
で
人
権
を
守

る
首
都
を
め
ざ
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。
政
党
と
の
協
力
関
係
に

つ
い
て
は
、
「
４
つ
の
柱
を
認

め
て
も
ら
え
る
な
ら
ば
全
政
党

に
支
持
を
求
め
て
い
く
」
と
話

し
ま
し
た
。

記
者
か
ら
質
問
を
受
け
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
や
築
地
市

場
の
移
転
、
新
銀
行
東
京
に
つ

い
て｢

都
民
の
声
を
よ
く
聞
い
て

解
決
を
は
か
る｣

と
述
べ
、｢

見

直
し｣

に
言
及
し
ま
し
た
。

※
宇
都
宮
け
ん
じ
氏
の
略
歴

65
歳
。
71
年
に
弁
護
士
登
録
。

サ
ラ
金
の
高
金
利
問
題
に
早
く

か
ら
取
り
組
む
。
反
貧
困
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表
、
08
年
末
の
年

越
し
派
遣
村
名
誉
村
長
、
オ
ウ

ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
支
援
機

構
理
事
長
。
10
〜
11
年
度
、
日

弁
連
会
長
。

記者会見する宇都宮健児さん

反貧困ネットワーク集会であいさつする宇都宮氏

後ろは湯浅誠、雨宮処凛さんら

副区長に修正提案を提出する党区議団 11月5日

第４回足立区議会定例会がはじまります
１２月６日から２０日まで
本会議は１２月６日( 木) 午後１時

●日本共産党の代表質問は、はたの昭彦議

員が午後３時頃から行います。議会の傍聴

におでかけください。

詳しくは区議団控室 ３８８０ー５７７０


